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Abstract 

The continental shelf off San in District of Western Honsyu, I a pan, is unusually deeper than 

ordinary continental shelves around I apanese Islands. The depth of these continental shelf edges 

range 270-490m off northern Noto Peninsula, 400-500m off west of Noto Peninsula, 500 350m off 

羽TakasaBay, 400-500m along east side of Oki Submarine Spur, 300 400m along west side of Oki 

Submarine Spur and 300-400m off Y amaguti Prefecture. The submarine terrace with 130 150 m 

deep of terrace edge is found on the surface of the deep continental shelves above mentioned, which 

are composed of thick sedimentary layers intercalating several unconformities. The basal uncon” 

formity of these sediments is correlated to Upper Pliocene to Lower Pleistocene. 

Since this unconformity, the continental shelf off San-in District has become the area of 

subsiding crustal movement and continuous deposition of thick sedimentary series in which several 

unconformities might be caused by Quaternary glacial sea level lowerings are found. The deep 

drilling of the area and analyses of sedimentary fades of samples are desired from the view point 

of the glacial sea level ocsillation history. 

1. はじめに

1997年4月に吉川虎雄著「大陸棚その成り立ち

を考えるjが刊行された．この本は大変な労作で，

日本の大睦棚研究が最終氷期の海面低下による大

陸棚形成ということにとらわれ過ぎていることに

警告し， 日本各地や世界各地の大陸棚の地質構造

を概観し， 2.4Ma頃に南極大陸や北半球に発達し

た氷床によって海水準が下がり，世界の沿岸海域

に形成された広い浸食面を土台にして大睦棚が形

成されたという提案をされている．これには大陸

棚が最終氷期という短い時間（海水面が下がった

期間は 1万年あまり，そのうち最低海水準に近い

現在より 120m以上低かった期間は3000年程度）に

広い大陸棚が形成されたとは思えないということ

が基礎になっている．この提案は今後検証すべき

ものを含んでいることは，吉川j虎夫先生の言われ

るとおりであるが，大変示唆に富んでおり今後の

研究の指針となるべきものである．

世界各地の大陸棚の地質構造についてはただ勉

強させて頂いただけだが， 日本周辺については調

査にかかわったこともあり興味深かった．これを

読みながらとくに感じたのは，深い山陰沖の大陸

棚である．ここは茂木（1953）が初めて指摘した

ように大陸棚外縁が異常に深くなっている．そし

て水路部の大陸棚基本図測量の結果によると厚い

堆積物が堆積していると記憶していた． ところが

この地域の地形や地質構造を記載した論文は鳥取
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県西部から山口県までは報告されている（Katsur-

a & Kitahara, 1977，及び登崎・加藤・北原1973)

が，肝心の若狭湾から鳥取県東部の報告が出てい

ない．ただ「日本の活断層JIこ水路部の音波探査記

録が引用されている（貝塚1980）のと桂が1980年

にUJNR天然資源に関する日米合同会議（海底調

査専門部会）のために作った英文報告書（Katsura

& Nemoto (1980））の原稿が残っていた．これら

と水路部内の資料である測量報告と音波探査記録

の一部を調べまとめてみた．ここは深い大陸棚を

考える上で非常に軍要な場所なので私達が考えた

ことを記録にして残しておきたい．

2.大陸棚の定義

吉川（1997前出）が言うとおり， IHB（国際水

路局）の地形の定義は「低潮線と海底の傾斜が大

洋底に向かつて著しく増大し始める深きとの聞に

広がる，大陸や島棋に隣接した海底」である．ま

た大陸棚外縁とは「大陸棚の傾斜が大洋底に向

かつて著しく増大し始める傾斜変換帯」である．

この定義は地形の成因や時代などは全く考慮せ

ず，ただ形態的な定義を示しており極めて明快で、

ある．

この傾斜変換帯は平行する何本かの音響測深記

録を並べて見ればすぐに分かるものであるが，実

務的には等深椋図を眺めて，等深線開踊が狭くな

り始める深さで決めることが出来ると考えてい

る．この深きを海水準低下にそのまま代用するの

は少し問題がある．海食による段丘面の形成は外

洋に面した所では海水準より 20mくらい，内湾で

は数mくらい深い所と考えられるからである．し

かしこの前提にたって傾斜変換帯を海水準変化と

対応させて考えるなら問題はないだろう．山陰沖

の大陸棚が日本周縁の通常の大陸棚より異常に深

いという茂木の指摘を踏襲して佐藤（1970）はこ

れを“深い大陸棚”と呼んだ．この言葉は学術用

語らしくないので一般に使われるかどうか心配し

たことを記憶している．果して予想どおりこの言

葉は忘れられて来た．今回吉川先生が私の提案と

は別にこの用語を使われたのを見て感慨を覚え

た．それはさておき，山陰沖の深い大陸棚は，岩

淵（1968）が縁辺台地と呼んで以来縁辺台地

(marginal plateau）と呼ぶことが多くなった．

佐藤（1979）が述べたように， marginalplateau 

という用語は Heezenet al (1959）がBlakePla-

teauに対して名付けたもので，大陸棚と似ている

が大陸棚とは insipientcontinental slopeによっ

て境され，大陸棚より深い所にある地形である．

ちなみに BlakePlateauの外縁深度は500-600fm

(900-1000 m）で平坦部の水深は380430fm 

(680-770m）である．この批判を考慮し岩淵・加

藤（1988）は「縁辺台地（Marginalterrac）一大

陸棚より一段深いところに発達する棚状の面，形

成期が大陸棚面より一時期古いjと再定義した．

これで、は140m段丘面を大陸棚として，段丘斜面よ

り深いところにある「深い大陸棚jを大陸棚から除

外するように読め，また形態的な定義に形成時期

を加えてしまう結果となり，かえって改悪だった

と思う．

すなわち山陰沖で130140m段丘を大陸棚とし，

外縁深度300-500mの“深い大陸棚”を縁辺台地と

したのは IHBの定義にも外れる．岩淵・加藤

(1987）は「日本第四紀地図jでこれを「通常の

大陸棚jと「通常の大陸棚より深い平坦面jとし

て海底地形図を作成している．これには吉川

(1997）も異論を唱えている．ただし当時の通説

として大陸棚の成因を最終氷期の最大海水準低下

とする雰囲気があったことを考慮すれば分からな

いでもない．この定義には問題があるが，この図

は詳細なデータに基づいて作られており，極めて

正確で、ある．だからこれを「140m段丘面jと「「深

い大陸棚jと呼ぴ代えれば貴重な資料である． と

もあれ古川（1997）は，大陸棚という幅広い地形

が短い海水準低下の時間で形成されるはずがな

い，大陸棚はいろいろな地質構造の土台の上に出

来た地形だと考えている．私達もこの考えに賛成

する．
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3. 山陰沖の海底地形と音波探査記録

イ能登半島西方

八島・今井・西沢（1982）は水路部刊行の1/100万

海底地形図「北海道jと「東北臼本Jを解析して

報告している．この中に能登半島西方の地形が記

載されている．

この海域の音波探査記録として， A,B, J線が

ある.A娘は前記の桂の未公表資料の一部であ

る．金沢沖のオーグ 1）を切る断面で，段丘面は130

m，大陸棚は 2段に分かれ内側が約500m，外側が

約lOOOmで北西に傾く堆積面である.500m面の沖

側斜面とlOOOm面の関係はこの断面では判然とし

ないが，次のゲンクツ瀬を切る B断面（貝塚1980)

から見るとlOOOm堆積面の下に潜り込んで、いる．

つまり 1000m面をつくる堆積物はこの斜面にア

ノてットしている．

口 若狭湾沖

部内の測量報告や等深線図から推定すると，段

丘面・大陸榔面の深きは第 2表のとおりである．音

波探査記録としては B,C, J椋がある．

前述の B線はゲンタツ瀬を切り， C線は浦島礁

を切る.B椋では若狭海丘列に遮られた形で、堆積

するlOOOm段丘面が発達しているが， C線では若

狭海丘列はなくなり，大陸棚が深さ450mくらいま

で達している． 2本の断面とも大陸棚は厚い堆積

層の堆積面で，しかもこの堆積層の中には不整合

面がある．

桂の未公表資料の断面Jはこの堆積層を北東

一南西方向に切る断面で，堆積層基底面や堆積層

中に不整合面が見られる．

ハ鳥取西部から隠岐諸島

ここは Katsura& Kitahara (1977）と部内の

測量報告を参照した．地形面は第 3表のとおりで

ある．音波探査記録は D,E, F, G, H, I線であ

る．

Katsura & Kitahara (1977）は，深い大陸棚（こ

の論文では MarginalPlateauとしている）を二

第1表能登半島沖の深い大睦棚（八島・今井・西沢1982))

海底段丘 深い大陸棚
地 域

巾（km) 段丘外縁の深さ（m) 巾（km) 外縁の深さ（m)

能登半島北方 40 130 160 40 60 230 270 

能登半島北西方 60 160 50 60 270 460 

能登半島西方 15 160 50 460-500 

金沢北西方 25 130 70 500 

若狭湾沖 3-30 120 140 30-70 350 

第2表若狭湾沖の海底地形

海底段丘 深い大陸棚
地 域

巾（km) 段丘外縁の深さ（m) 巾（km) 外縁の深さ（m)

若狭湾 60 120 130 70 500 

丹後半島沖 25 160 90 450 

第3表海底地形（鳥取西部から隠岐諸島）

海底段丘 大陸棚 A 大陸棚 B
地 域

巾 外縁の深さ 巾 外縁の深さ 巾 外縁の深さ

海岸沿い 5 35km 130-140m 10 30km 350m 

隠岐諸島東方 30-50km 300 600m 

Katsura & Kitahara (1977）による
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つに分け，西の方を A面，東の方を B面にしてい

る．音波探査断面D,E, F, Gには海底地滑りや

大陸棚の下の不整合面が記録されている.H, I線

は隠岐トラフを切る断面で厚い堆積物が見られ

る．

ニ 穏岐諸島から山口県沖

ここには登崎・加藤・北原（1978）の詳しい報

告がある．詳細はそれを参照して頂くことにして，

地形と主な音波探査記録について記す．地形は第

4表に示す．

深い大陸棚は隠岐諸島から対馬海峡にかけて存

在し，深さは東から西へかけて浅くなっている．

音波探査記録としては，隠岐諸島から北へ伸びる

隠岐海脚を横断する東西断面と山口県沖を北西方

向に切る 2海里間隔の平行な測線である．このう

ち問、~皮北方120krn付近の K椋，同35krn付近の L 線

を掲げてある．隠岐海脚の上には深い大陸棚を形

成する厚い堆積層があり，その基底には不整合が

見られる．掲載しなかったが隠岐海脚西側斜面に

は海底地滑りの記録が見える．山口県沖では， 140

m段丘は深い大器棚に漸移していくようで，萩と

浜田の中間付近のM娘では両者の境は判然とし

ない．この断面で、は大陸棚外縁の斜面には海底地

滑りの記録が見られる．なお地質調査所（1979)

の広域海底地質図 1/100万「日本海東部および対

馬海峡周辺」および同（1982) 1 /20万「隠岐海峡

海底地質図jの隠岐諸島西方，浜田沖付近の大陸

斜面にもやはり海底地滑りの断面記録が描かれて

いる．

また岡本・本座（1978）は見島北方の海底から鮮

新世貝化石群を採取した．これは大陸棚を形成す

る堆積層基底の不整合が海底に現われた部分から

浸食によってもたらされたものである．この基庇

の不整合は陸上の都野津累層（鮮新一前期更新世）

と下一中部中新統の不整合に対比された．そして

山陰地域の鮮新統（ 下部更新統）は，山陰沖海

域に広く分布するもので，員化石はこの鮮新統か

ら由来したと推定された．

4. まとめ

山陰沖の大陸棚は，茂木（1953）が指摘したよ

うに日本周辺では異常に深い外縁水深を示してい

る．これはこの海域が沈降運動によって沈んだも

のだと考えられた．この海域の深い大陸棚には厚

い堆積層が形成されており，沈降とともに堆積が

あったことを示している．いくつかの音波探査断

面で見たようにこの堆積層の中には複数の不整合

があり，最終的には140m段丘が上位に形成きれて

いる．

堆積層の時代は深層掘削によって決まるであろ

第4表 隠岐諸島から山口沖の海底地形

海底段丘 深い大陸棚
1也 域

巾（km) 段丘外縁の深さ（m) 巾（km) 外縁の深さ（m)

萩北西方 120 140-150 25 300 

浜田北西方 120 155 20 300 

見島北東方 160 

大間北西方 20 145 60 400 

島前日御碕 140 150 

島前西方 7 140 20 300 

島前南東方 120 

島後北方 7 150 

隠岐諸島北方 東西方向 西側

60-70 300-400 

南北方向 東側

140 400-500 

登崎・加藤・北原（1978）による
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うが，今のところ海底ドレッジからの推定しかな

い．山陰沖堆積層は鮮新世一下部更新世から以後

の堆積層という推定である．この基底面は東シナ

海の大陸棚の堆積層基底に広がる鮮新統一更新統

とされた不整合面につながる可能性がある．これ

らの不整合面は吉川（1997）のいう 2.4Maという

提案に近いが決定的で、はない．

さらに基底の不整合の上にも複数の不整合が

あったのを見た．これらは更新世の氷河による海

水準昇降を示している可能性がある．しかも堆積

層はほぼ連続的に堆積しているから深層掘削がな

されれば第四紀氷河の海水準変動の歴史が詳しく

分かるのではないか．山陰沖大陸棚縁辺部での深

層掘削がなされることを切に期待する．
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Fig. 1 Bathymetric chart off San-in District Contour interval is lOm each in shallower than 200m and 

lOOm each deeper than 200m in depth 
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Fig.IO Continuous seismic reflection profile section E”H’ 
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The Continentαl Shelf off Sαn-in District of Jαpαn 
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Tαkαhiro SATOαnd Tadαhiko KATSURA 
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Fig.13 Continuous seismic reflection profile section K-K’ 
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Fig.14 Continuous seismic reflection profile section L-L’ 
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The Continent，αl Shelf off Sαn-in District of Jα'Pαn 
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Fig.15 Continuous seismic reflection守ofilesec伽 1M”M’
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